
 

 

 

【講演概要】 

2023 年から国の高速炉実証炉開発事業がスタートし、官民一体となった、高速炉プラントと燃料サイクル

施設の設計とそれに関連する研究開発が進められている。国内外の高速炉開発の歴史、海外の高速炉

開発の最新情報と合わせて、新たに始動した我が国の高速炉サイクル開発プロジェクトの状況について紹

介する。 

 
 

 

  

 

 

 

【講演概要】 

2030 年代のフュージョンエネルギーの社会実装を目指し、Helical Fusion 社ではヘリカル型核融合炉の

開発に取り組んでいる。そのために必要となる高温超伝導や液体金属ブランケットなどの新技術の概要

と、今後の開発計画について紹介する。 

 

 

 

講師紹介 

安藤 将人（あんどう まさと）              
 
 
1994 年東京大学工学部システム量子工学科卒業、日本原子力発電

（株）にて、原子力発電プラントの運転・保守管理に従事。2002 年から

核燃料サイクル機構（現日本原子力研究開発機構）にて、高速炉開発

プロジェクトに参画。2006 年から海外電力調査会ワシントン事務所に

駐在。2009 年より日本原子力発電（株）にて炉心燃料管理、プラント安

全管理、高速炉開発業務に従事。現在、日本原子力研究開発機構 

エネルギー研究開発領域 高速炉サイクルプロジェクト推進室 室長。 

講師紹介 

宮澤 順一（みやざわ じゅんいち）              
 
 
 
1997 年 東京大学大学院工学系研究科システム量子工学専攻

博士課程退学、同年 核融合科学研究所助手、2003 年 総合研

究大学院大学数物科学研究科核融合科学専攻学術博士（論

文）、2007 年 平成十九年度科学技術分野の文部科学大臣表

彰若手科学者賞受賞、同年 核融合科学研究所准教授、2016

年 核融合科学研究所教授、2021 年 株式会社 Helical Fusion 

代表取締役。 

◆講演『新たに始動した我が国の高速炉サイクル開発プロジェクト』 

講師/日本原子力研究開発機構 エネルギー研究開発領域 

高速炉サイクルプロジェクト推進室 室長 安藤 将人 氏 
 

◆講演『ヘリカル型核融合炉の実現に向けた Helical Fusion社の開発計画』 

講師/株式会社 Helical Fusion  

共同創業者・代表取締役 CTO 宮澤 順一 氏 


